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　第 376 回研究報告会（2025 年 4月 15 日）
　「非信者への『祈り』というケア〜天理よろづ相談所病院『憩
　の家』の事例から」

山本　佳世子（天理大学人文学部准教授）�

病院付き宗教者の活動はスピリチュアルケアと宗教的ケア
に大きく分けられ、非信者に対しては前者を行うことが求め
られてきた。しかし天理よろづ相談所病院「憩の家」では事
情部講師による「おさづけの取り次ぎ」という宗教的ケアが
非信者患者に対しても長年行われている。非信者に対する宗

教的ケアがいかに成り立つのか。「憩の家」の事情部講師への
面接調査および患者への質問紙調査の結果を報告した。調査
からは、宗教者の真摯な祈りが非信者患者のケアになってい
ること、患者が亡くなられた後にできるケアがあることがわ
かった。ケアとしては「感謝」に基づくケア、「間接的宗教的
体験」に基づくケア、「死者へのケア」がある。これらは布
教のためのケアではなく、それが宗教者として患者のために
できる最善のケアだという確信に依っていた。なお、他宗教
の病院付き宗教者に見られた「他宗教の宗教的行為への配慮」
は「憩の家」では見られなかった。

2025 年度おやさと研究所　公開教学講座
「元の理」の学術的研究とその新しい展開を求めて

  日時：毎月 25 日　13：00 ～ 15：00
  会場：天理大学研究棟３階　第１会議室
 ※但し、第 10 回（１月）、第 11 回（２月）はふるさと会館大ホール

第１回　��4 月 25 日（金）「元の理」研究入門　　　　　　　金子昭�研究員（終了）

第２回　��5 月 25 日（日）「元の理」の人種理論・平等思想　中西光一�研究員（終了）

第３回　��6 月 25 日（水）「元の理」の社会思想　　　　　　澤井治郎�研究員（終了）

第４回　��7 月 25 日（金）「元の理」と布教伝道　　　　　　尾上貴行�研究員

第５回　��8 月 25 日（月）「元の理」と福祉思想　　　　　　八木三郎�元研究員

第６回　��9 月 25 日（木）「元の理」の見立て・象徴論　　　澤井真�研究員

第７回　10 月 25 日（土）「元の理」と天理教学　　　　　　島田勝巳�研究員

第８回　11 月 25 日（火）「元の理」と「こふき」� 　　　　�岡田正彦�研究員

第９回　12 月 25 日（木）「元の理」と異文化理解　　　　　森洋明�研究員

　第 10 回������1 月 25 日（日）「元の理」の人間学／人類学　　　井上昭洋�所長

　第 11 回������2 月 25 日（水）「元の理」のジェンダー論　　　　堀内みどり�主任

　第 12 回������3 月 25 日（水）「元の理」の学際的研究の可能性　佐藤孝則�元研究員、他

　　　　　　　　　　　　　　����（2025 年度「教学と現代」）

事前申し込みは不要です。
直接会場にお越しください。


